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発達障害啓発週間２０１４ ＪＤＤネット大阪企画 

 

 

    ＆ 

 
 

日 時：４月 ６日（日）１３：３０ ～１6：3０（１３：1５受付開始） 

 

会 場：ドーンセンター ５Ｆ視聴覚スタジオ 
（大阪府立男女共同参画・青少年センター） 

 
 
参加費：一 般 １０００円 

     (ＪＤＤネット会員は、5００円) 

定 員：８０名（申し込み先着順） 

申込先：メール jddnet@osaka.zaq.jp  ＦＡＸ ０７２－２２８－２０６０ 

（詳しくは、裏面をご覧ください。） 

プログラム 

１３：３０  開会あいさつ 

１３：４０ 「逃げ遅れる人々―東日本大震災と障害者―」 

上映開始 
 

 

 

１５：００ 休憩 

１５：１５  講演「被災した子どもへのコンサルテーションによる心理的支援」 

 

 

 
１６：２５  閉会あいさつ 

１６：３０ 終了 
 

 

講師：木邨(二見)真美 氏 

（大阪府チーフスクールカウンセラー・大阪府臨床心理士会会員） 

【製作】東北関東大震災障害者救援本部    【監督】飯田基晴 

２００７年国連において、毎年４月２日を「世界自閉症

啓発デー（ＷＡＡＤ）」とすることが定められたのを機に、

わが国では４月２日からの１週間を「発達障害啓発週

間」と定め、広く発達障害についての理解と支援を呼び

掛ける活動を進めています。 

大阪市中央区大手前 1 丁目 3 番 49 号 

TEL 06-6910-8500 

主 催：日本発達障害ネットワーク大阪（ＪＤＤネット大阪） 

後 援：日本発達障害ネットワーク  （ＪＤＤネット） 

 

ドキュメンタリー映画 

講演 

mailto:jddnet@osaka.zaq.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

         申込先  メール  jddnet@osaka.zaq.jp 

    ＦＡＸ  ０７２－２２８－２０６０ 

※ 必要事項（氏名、連絡先、ＪＤＤネット所属の団体の会員は所属団体名）を明記の上、 

メールかＦＡＸにてお申し込みください。 

※ 参加希望者のお名前はすべて書いて下さい。 

※ 所属団体名（下記記載の参加団体）がない場合は、一般での受付となります。 

※ 先着順受付で定員（80 名）になり次第締め切ります。 

※ 申し込まれた方には受付番号を連絡先にお送りさせていただきます。携帯電話からのお申し

込みの場合、ＰＣからのメールを受け取れるようにしておいてください。 

※ 申し込みをされてから１週間以上、受付番号の連絡がご確認できない場合は、早めにお問い

合わせください。 

※ 参加費は、当日会場受付にてお支払いください。 

申込方法 

 

日本発達障害ネットワーク大阪(ＪＤＤネット大阪）参加団体 

大阪府臨床心理士会 大阪府作業療法士会 日本感覚統合学会 日本ＬＤ学会  

S.E.N.Sの会大阪支部会 大阪自閉症協会 大阪ＬＤ親の会「おたふく会」 

大阪ＬＤ・軽度発達障害親の会「翼」 アルクラブ 

＜オブザーバー＞大阪府発達障害者支援センター  

大阪市発達障害者支援センター 堺市発達障害者支援センター 
 

日本発達障害ネットワーク(ＪＤＤネット）は、発達障害関係の全国および地方の障害

者団体や親の会、学会・研究会、職能団体などを含めた幅広いネットワークで、我が国

における発達障害を代表する全国組織として従来制度の谷間に置かれ支援の対象となっ

ていなかった、あるいは適切な支援を受けられなかった、自閉症、アスペルガー症候群 

その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害等の発達障害のある人および家族の権利と利益の

擁護者として、理解啓発・調査研究・政策提言等を行い、発達障害のある人の自立と社会参加の推進に向け

て活動を行っています。 

ＪＤＤネット大阪は、下記団体が参加して大阪でのＪＤＤネットエリア活動を進めています。 

【ドキュメンタリー映画】 逃げ遅れる人々 ―東日本大震災と障害者― 

障害があるということは、災害時には普段以上のハンディとなる。 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災、未曾有の大災害の中、障害を持つ人々に何が起きたのか？ 

福島県を中心に、被災した障害者とそこに関わる人々の証言をまとめた。 

障害ゆえに、地震や津波から身を守れず、また必要な情報も得られない･･･。「ここではとても生活できない」

「周囲に迷惑をかけるから」と、多くの障害者が避難をあきらめざるを得なかった。そうしたなかで避難所

に入った障害者を待ち構えていたのは・・・。更には仮設住宅へ入居しても、そこでも大変な不自由が待っ

ていた。原発事故により市民の姿が消えた避難区域には、取り残された障害者が不安な日々を送っていた。

大震災に翻弄される障害者と、その実態調査・支援に奔走する人々の、困難の日々。 

住み慣れた土地を追われ、避難先で新たな生活を模索する時、涙とともに故郷への思いがあふれる。 

マスメディアでは断片的にしか取り上げられない、被災地の障害者を取り巻くさまざまな課題や問題点が浮

かび上がる。 
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